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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　使用者の運動による身体の動きを検出する姿勢認識装置と、当該姿勢認識装置からの検
出データに基づき、運動時の使用者の動きを適切に導くための情報を生成する運動誘引情
報生成装置と、当該運動誘引情報生成装置で生成された情報を出力して使用者に提示する
出力装置とを備え、使用者の運動継続を支援する運動継続支援システムであって、
　前記運動誘引情報生成装置は、運動時における使用者の身体の動きの目安となる目標音
に基づいて使用者が運動した際に、使用者の身体の動きに応じた動作音を生成する動作音
生成手段を備え、
　前記動作音生成手段は、前記姿勢認識装置の検出データから、人体内の複数の筋肉部位
の動きに対応して伸縮可能となるように前記筋肉部位毎にそれぞれ仮想的に設定された仮
想リンクの長さを求め、これら各仮想リンクの長さに、当該各仮想リンクに重み付けをす
る重み定数を乗じた上で、前記各仮想リンクの長さの総和を求める仮想リンク総和演算部
と、
　前記仮想リンク総和演算部で求めた総和に応じて前記動作音を決定する動作音決定部と
、
　使用者の過去の動作における前記姿勢認識装置の検出データから、前記各筋肉部位間の
使用頻度の偏りを判定する偏重部位判定部と、
　前記偏重部位判定部で判定された前記各筋肉部位間の使用頻度の偏りに応じて前記仮想
リンク毎に前記重み定数を変更する重み付け更新部とを備えたことを特徴とする運動継続



(2) JP 5988137 B2 2016.9.7

10

20

30

40

50

支援システム。
【請求項２】
　前記動作音決定部では、前記総和と前記動作音の高さとが対応する関数が予め記憶され
、当該関数を用いて前記総和から前記動作音の高さが決定されることを特徴とする請求項
１記載の運動継続支援システム。
【請求項３】
　前記偏重部位判定部では、直前のセットにおける前記姿勢認識装置の検出データから、
前記各仮想リンクそれぞれについて、直前のセットの各時刻における長さの分散が演算さ
れ、当該分散に応じて前記各仮想リンクに対応する前記筋肉部位の使用頻度が判定される
ことを特徴とする請求項１又は２記載の運動継続支援システム。
【請求項４】
　前記偏重部位判定部では、前記各仮想リンクにおける前記各分散の平均値が求められ、
前記各仮想リンクにおける前記各分散が前記平均値よりも大きい場合、前記各仮想リンク
に対応する筋肉部位を運動でよく使われている部位と判定する一方で、前記各分散が前記
平均値よりも小さい場合、前記各仮想リンクに対応する筋肉部位を運動であまり使われて
いない部位と判定することを特徴とする請求項３記載の運動継続支援システム。
【請求項５】
　前記重み付け更新部では、直前のセットでの前記筋肉部位の使用頻度が高い程、前記重
み定数が小さくなるように更新されることを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の運
動継続支援システム。
【請求項６】
　前記運動誘引情報生成装置は、前記目標音をセット毎に相違するように生成する目標音
生成手段を更に備え、
　前記目標音生成手段では、使用者が大小の動きを繰り返し行えるように、経時的に高低
が繰り返される前記目標音を生成することを特徴とする請求項１～５の何れかに記載の運
動継続支援システム。
【請求項７】
　使用者の運動時の心拍数を計測可能な心拍数計測装置を更に備え、
　前記目標音生成手段は、前記心拍数計測装置で計測された前記心拍数に応じて、前記目
標音の高低差を調整することを特徴とする請求項６記載の運動継続支援システム。
【請求項８】
　使用者の運動による身体の動きに関する検出データに基づき、運動時の使用者の動きを
適切に導くための情報を生成する運動誘引情報生成装置であって、
　運動時における使用者の身体の動きの目安となる目標音に基づいて使用者が運動した際
に、使用者の身体の動きに応じた動作音を生成する動作音生成手段を備え、
　前記動作音生成手段は、前記検出データから、人体内の複数の筋肉部位の動きに対応し
て伸縮可能となるように前記筋肉部位毎にそれぞれ仮想的に設定された仮想リンクの長さ
を求め、これら各仮想リンクの長さに、当該各仮想リンクに重み付けをする重み定数を乗
じた上で、前記各仮想リンクの長さの総和を求める仮想リンク総和演算部と、
　前記仮想リンク総和演算部で求めた総和に応じて前記動作音を決定する動作音決定部と
、
　使用者の過去の動作における前記検出データから、前記各筋肉部位間の使用頻度の偏り
を判定する偏重部位判定部と、
　前記偏重部位判定部で判定された前記各筋肉部位間の使用頻度の偏りに応じて前記仮想
リンク毎に前記重み定数を変更する重み付け更新部とを備えたことを特徴とする運動誘引
情報生成装置。
【請求項９】
　運動時における使用者の身体の動きの目安となる目標音に基づいて使用者が運動した際
に、当該運動による身体の動きに対応して取得した検出データに基づき、使用者の身体の
動きに応じた動作音を生成することで、運動時の使用者の動きを適切に導く運動誘引情報
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生成装置のプログラムであって、
　前記検出データから、人体内の複数の筋肉部位の動きに対応して伸縮可能となるように
前記筋肉部位毎にそれぞれ仮想的に設定された仮想リンクの長さを求め、これら各仮想リ
ンクの長さに、当該各仮想リンクに重み付けをする重み定数を乗じた上で、前記各仮想リ
ンクの長さの総和を求めるステップと、
　前記総和に対応した前記動作音を決定するステップと、
　使用者の過去の動作における前記検出データから、前記各筋肉部位間の使用頻度の偏り
を判定するステップと、
　前記各筋肉部位間の使用頻度の偏りに応じて前記仮想リンク毎に前記重み定数を変更す
るステップとをコンピュータに実行させるための運動誘引情報生成装置のプログラム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運動継続支援システム、運動誘引情報生成装置及びプログラムに係り、更に
詳しくは、使用者が自己の判断によって運動時の動作を決定でき、且つ、身体の筋肉部位
をバランス良くトレーニングできるように使用者を運動に誘引するための運動継続支援シ
ステム、運動誘引情報生成装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　有酸素運動習慣は、生活習慣病の罹患リスクを低減するが、疾病なき者への運動習慣の
動機付けは困難を伴い易く、運動習慣者の割合は、厚生労働省が定めた目標を下回ってい
る。自己決定理論によれば、運動継続には内発的動機づけが必要であり、当該内発的動機
づけを促進するには、自発的に行動しているという実感、すなわち、自己決定感が必要に
なる。従って、疾病なき者へ運動継続を促進させるためには、自己決定感を高める運動手
法が望まれる。
【０００３】
　ところで、特許文献１には、動作の態様の異なる複数のキャラクターが同時に運動を行
う画像をモニタに表示し、複数人のユーザの熟練度に応じて優先的にモニタに表示するキ
ャラクターを変更することができる運動支援装置が開示されている。この運動支援装置で
は、ユーザが、モニタのキャラクターの中から、自分の熟練度に合ったキャラクターを参
考に運動を行うことになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－６５９４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記特許文献１の運動支援装置では、ユーザが画像を見ながらキャラク
ターと同一の運動動作を行うことを意図しており、具体的な動き方（振付け）をユーザに
教示し、それをユーザが真似て運動するため、ユーザが運動に対して自己決定する余地は
少ない。そのため、前記運動支援装置では、自己決定感を高めることができず、運動への
動機付けが低い者に対して内発的動機づけを促進することは難しいと考えられる。
【０００６】
　本発明は、このような課題に着目して案出されたものであり、その目的は、使用者自ら
がどう動くかを決定しつつも、各筋肉部位をバランス良くトレーニングできるように使用
者を導くことができる運動継続支援システム、運動誘引情報生成装置及びプログラムを提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００７】
　前記目的を達成するため、主として、本発明は、使用者の運動による身体の動きを検出
する姿勢認識装置と、当該姿勢認識装置からの検出データに基づき、運動時の使用者の動
きを適切に導くための情報を生成する運動誘引情報生成装置と、当該運動誘引情報生成装
置で生成された情報を出力して使用者に提示する出力装置とを備え、使用者の運動継続を
支援する運動継続支援システムであって、前記運動誘引情報生成装置は、運動時における
使用者の身体の動きの目安となる目標音に基づいて使用者が運動した際に、使用者の身体
の動きに応じた動作音を生成する動作音生成手段を備え、当該動作音生成手段は、前記姿
勢認識装置の検出データから、人体内の複数の筋肉部位の動きに対応して伸縮可能となる
ように前記筋肉部位毎にそれぞれ仮想的に設定された仮想リンクの長さを求め、これら各
仮想リンクの長さに、当該各仮想リンクに重み付けをする重み定数を乗じた上で、前記各
仮想リンクの長さの総和を求める仮想リンク総和演算部と、当該仮想リンク総和演算部で
求めた総和に応じて前記動作音を決定する動作音決定部と、使用者の過去の動作における
前記姿勢認識装置の検出データから、前記各筋肉部位間での動作の偏りを判定する偏重部
位判定部と、当該偏重部位判定部で判定された前記各筋肉部位の動作の偏りに応じて前記
仮想リンク毎に前記重み定数を変更する重み付け更新部とを備える、という構成を採って
いる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、目標音の高さに応じて運動時の動きを大きくする等の単純なルールを
使用者に事前に知らせておくだけで、経時的な目標音の相違に応じて、使用者に自己の身
体のどの部分を動かしても良く、使用者が記憶した目標音に近い動作音が得られるように
、使用者は自由に身体の動かし方を自己決定することができる。しかも、各筋肉部位間で
経時的に動作の偏りが出て来た場合には、仮想リンクの重み定数が自動的に更新されるた
め、使用過多の筋肉部位を動かしても動作音が出にくくなる等により、使用過小の筋肉部
位の動作を使用者に促すことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本実施形態に係る運動継続支援システムの全体構成を表す模式図。
【図２】前記運動継続支援システムの構成を示すブロック図。
【図３】仮想リンクを説明するための模式図。
【図４】目標音、動作音に対応するバーが表示された状態を示すモニタの画面例。
【図５】運動誘引情報生成装置での処理手順を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
【００１１】
　図１には、本実施形態に係る運動継続支援システムの全体構成を表す模式図が示され、
図２には、前記運動継続支援システムの構成を表すブロック図が示されている。これらの
図において、運動継続支援システム１０は、運動時の使用者Ｈの身体の動きを検出する姿
勢認識装置１１と、姿勢認識装置１１からの検出データに基づき、運動時の使用者Ｈの動
きを適切に導くための情報を生成する運動誘引情報生成装置１２と、運動誘引情報生成装
置１２で生成された情報を出力して使用者Ｈに提示する出力装置１４と、使用者Ｈの身体
の一部に装着され、使用者Ｈの運動時の心拍数を計測し、当該心拍数のデータを運動誘引
情報生成装置１２に送信する心拍数計測装置１５とを備えて構成されている。
【００１２】
　前記姿勢認識装置１１は、モーションキャプチャー技術を利用して、運動時の使用者Ｈ
の身体の動きをデジタル化して検出可能な公知の構成のものが用いられる。本実施形態の
姿勢認識装置１１としては、レーザ光を使用者Ｈに向かって投射し、その反射光の状態を
赤外線カメラで撮像し、予め記憶された人物モデルとパターンマッチングすることで、使
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用者Ｈの身体の動き（モーション）を特定する非接触式姿勢認識センサ（マーカレスモー
ションキャプチャーシステム）が用いられる。この姿勢認識装置１１の構成は、本発明の
本質的な要素ではないため、詳細な説明を省略する。なお、本発明においては、運動時の
使用者Ｈの身体の動き、つまり、運動中の各動作ポーズにおける身体全体の外形データを
検出可能である限り、マーカ式等、その他種々の姿勢認識装置１１を適用することができ
る。
【００１３】
　前記運動誘引情報生成装置１２は、ＣＰＵ等の演算処理装置及びメモリやハードディス
ク等の記憶装置等からなるコンピュータによって構成され、当該コンピュータを以下の各
手段として機能させるためのプログラムがインストールされている。
【００１４】
　この運動誘引情報生成装置１２は、運動時に使用者Ｈが身体の動きの目安とするための
目標音を生成する目標音生成手段１７と、使用者Ｈが目標音に対応して運動した際に、姿
勢認識装置１１の検出データから、使用者Ｈの身体の動きに応じた動作音を生成する動作
音生成手段１８とを備えている。
【００１５】
　前記目標音生成手段１７では、周波数の異なる音が一定時間毎に１音ずつ選択され、所
定時間を１セットとした目標音が生成される。この目標音を聞いた使用者Ｈは、目標音を
記憶し、その後、目標音の経時的な音の変化を思い浮かべながら、当該変化に合わせて自
由に身体を動かす。従って、目標音は、使用者Ｈの運動を行う上での教師音になる。本実
施形態では、目標音として、０．５秒毎に高音と低音を繰り返すようにし、２秒間を１セ
ットとした４音からなるものを例示できる。この場合、使用者Ｈには、目標音の高低に応
じて動きを変え、目標音が高くなる程、身体を拡げる動きを行い、目標音が低くなる程、
身体を縮める動きを行うように予め指示される。
【００１６】
　この目標音生成手段１７では、２つの正規分布曲線の重ね合わせで表現した音の生成関
数が予め記憶され、以下のように、当該生成関数を用いて、時刻ｔ＝ｉのときの目標音δ

ｉが決定される。目標音δｉは、音の高さ（周波数）に対応して正規化された数値に変換
されたものであり、０＜δｉ＜１の範囲内で設定される。
【００１７】
　先ず、音の高さに対応する確率変数ｘの生起する確率ｙが、次式により求められる。こ
こで、確率変数ｘは、正規化が施され、０＜ｘ＜１の範囲内で設定される。
【数１】

　以上の式において、「δｉ－１」は、求める目標音δｉの一つ前の時刻ｔ＝ｉ－１のと
きの目標音であり、最初の目標音の決定時には、予め設定された値が適用される。また、
「τ」は、２つの正規分布曲線の裾の広さを決定する負の値の負荷定数であり、後述する
ように、各セット単位で更新される。更に、「μ」は、δｉ－１と１－δｉ－１との間で
、大きい方の値とする。
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【００１８】
　前記負荷定数τは、使用者Ｈに要求する運動負荷の大きさを決めるための定数であり、
その絶対値が大きい程、連続する目標音の高低差が大きくなり、使用者Ｈの運動負荷を高
くすることができる。この負荷定数τは、最初のセットでは予め設定された値が選択され
、次セットからは、前セットにおける使用者Ｈの運動終了時点で心拍数計測装置１５によ
って計測された使用者Ｈの心拍数に基づき、次のように決定される。すなわち、計測され
た心拍数が、年齢等に応じて予め記憶された最大目標心拍数よりも高い場合、前セットで
の負荷定数τを、経験的に設定された定数Ｐで除した値が新たな負荷定数τとされ、次セ
ットから運動負荷が低くなる目標音に設定される。当該場合に、前セットでの負荷定数τ
から定数Ｐを減じても良い。また、計測された心拍数が、最小目標心拍数よりも低い場合
、前セットでの負荷定数τに前記定数Ｐを乗じた値が新たな負荷定数τとされ、次セット
から運動負荷が高くなる目標音に設定される。当該場合に、前セットでの負荷定数τに定
数Ｐを加えても良い。
【００１９】
　そして、次式により、確率密度関数Ｙ（ｓ）が求められ、その逆関数Ｙ－１（ｓ）から
目標音δｉが求められる。
【数２】

　つまり、ここでは、Ｙ（ｓ）の値として、０から１の間でランダムに一つ選択され、逆
関数ｓ＝Ｙ－１（ｓ）に代入することで得られる値ｓが目標音δｉと決定される。
【００２０】
　時刻ｔ＝ｉのときの目標音δｉが決定されると、その値δｉを用いて、前述と同様の手
順により、次の時刻ｔ＝ｉ＋１のときの目標音δｉ＋１が求められる。
【００２１】
　なお、本実施形態における目標音生成手段１７では、前述の演算によって各音の周波数
を各時刻で逐次決定しているが、予め記憶された目標音をパターン化し、当該各パターン
をランダムに選択する等、他の選択手法を採用することもできる。
【００２２】
　前記動作音生成手段１８は、図２に示されるように、使用者Ｈの身体内に仮想的に設定
された各仮想リンクの長さにそれぞれ重み付けした値の総和を求める仮想リンク総和演算
部２０と、仮想リンク総和演算部２０で求めた前記総和に応じて動作音を決定する動作音
決定部２１と、使用者Ｈの過去の動作における姿勢認識装置１１の検出データから、各身
体部位間での動作の偏りを判定する偏重部位判定部２２と、偏重部位判定部２２で判定さ
れた各身体部位の動作の偏りに応じて、各仮想リンクへの重み付けを変更する重み付け更
新部２３とを備えて構成されている。
【００２３】
　前記仮想リンク総和演算部２０では、運動による筋肉の弾性変形を模擬した仮想リンク
が所定の身体部位毎にそれぞれ設定される。この仮想リンクは、所定の筋肉毎に、その起
始と停止の位置間で伸縮自在となるように仮想的に設けられる。本実施形態においては、
図３に示されるように、大筋群における筋肉の伸縮に対応する６箇所に、延出方向に伸縮
自在に弾性変形可能な仮想リンクＬ（Ｌ１～Ｌ６）が設けられている。具体的に、第１及
び第２の仮想リンクＬ１，Ｌ２は、大胸筋と広背筋の伸縮に対応しており、臍と左右の肘
関節との間をそれぞれ直線状に延びている。また、第３及び第４のリンクＬ３，Ｌ４は、
股関節周辺の大腿四頭筋の伸縮に対応しており、臍と左右の膝関節との間をそれぞれ直線
状に延びている。更に、第５及び第６のリンクＬ５，Ｌ６は、膝関節周辺の大腿四頭筋の
伸縮に対応しており、股関節と足首との間を左右それぞれ直線状に延びている。なお、大
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胸筋の起始は胸骨であるが、正中線上であれば前記総和の計算において本質的な相違がな
いと考えられることから、モデル簡素化のために起始を大腿四頭筋と同じ臍に設定してい
る。また、本発明では、身体内の仮想リンクＬの設定位置や設定数は、前述の態様に限定
されるものではない。
【００２４】
　そして、次式により、使用者Ｈの運動時において、各仮想リンクＬ１～Ｌ６の長さの総
和Ｅが所定時間毎に逐次求められる。
【数３】

　ここで、「ｋｉ」は、各仮想リンクＬ１～Ｌ６を重み付けした重み定数であり、直前の
セットの運動結果に基づいて後述するようにそれぞれ更新されるが、最初のセットでは、
各仮想リンクＬ１～Ｌ６で同一の重み付けとなるように予め設定された値が用いられる。
また、「ｌｉ」は、各仮想リンクＬ１～Ｌ６の長さであり、姿勢認識装置１１の検出デー
タから演算によって求められる。更に、「ｎ」は、仮想リンクＬの数であり、本実施形態
では、ｎ＝６となる。
【００２５】
　以上のように、仮想リンク総和演算部２０では、姿勢認識装置１１の検出データに基づ
き、各仮想リンクＬ１～Ｌ６の長さｌｉが求められ、これら各仮想リンクＬ１～Ｌ６の長
さｌｉに重み定数ｋｉをそれぞれ乗じた値が合算され、各仮想リンクＬ１～Ｌ６を重み付
けした長さの総和Ｅ（以下、単に、「総和Ｅ」と称する。）が求められる。
【００２６】
　前記動作音決定部２１では、前記総和Ｅから、予め記憶された線形関数を用いて、音の
高さ（周波数）が逐次決定される。ここでの線形関数は、総和Ｅが増大する程、高い音が
選択されるように設定される。
【００２７】
　前記偏重部位判定部２２では、次のようにして、前記各筋肉部位間での動作の偏りが判
定される。すなわち、直前のセットでの使用者Ｈの運動動作に関する姿勢認識装置１１の
検出データが記憶される。そして、当該検出データから、各仮想リンクＬ１～Ｌ６それぞ
れについて、直前のセットにおける仮想リンクＬ１～Ｌ６の長さの経時的な分散が、仮想
リンクＬ１～Ｌ６毎にそれぞれ演算される。次に、各仮想リンクＬ１～Ｌ６についてそれ
ぞれ求めた６つの分散の平均値が求められる。そして、各仮想リンクＬ１～Ｌ６に対応す
る分散が、前記平均値よりも大きい場合は、当該仮想リンクＬの部位は、よく使われてい
る筋肉部位（使用過大部位）であると判定される。一方、各仮想リンクＬ１～Ｌ６に対応
する分散が、前記平均値よりも小さい場合は、当該仮想リンクＬの部位は、あまり使われ
ていない筋肉部位（使用過小部位）であると判定される。なお、本実施形態では、６つの
分散の平均値を基準に、筋肉部位の動作の偏りを判定しているが、本発明はこれに限らず
、例えば、閾値を一又は複数設定し、各閾値を基準に筋肉部位の動作の偏りを段階的に判
定する等、他の判定手法を採用することもできる。
【００２８】
　前記重み付け更新部２３では、直前のセットでの使用者Ｈの運動に基づいて、次のセッ
トにおける動作音を決定する際の各仮想リンクＬ１～Ｌ６の前記重み定数ｋｉが次のよう
に更新される。すなわち、ここでは、偏重部位判定部２２で筋肉の使用過大部位と判定さ
れた仮想リンクＬについては、その重み定数ｋｉを小さくする一方、筋肉の使用過小部位
と判定された仮想リンクＬについては、その重み定数ｋｉを大きくするように更新される
。一例として、本実施形態では、重み定数ｋｉが次のように更新される。すなわち、使用
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過大部位と判定された仮想リンクＬについては、その重み定数ｋｉを定数Ｑ（１＜Ｑ）で
除して、暫定値ｋｉＴを求める。ここで、定数Ｑは、経験的に決定された値であり、予め
記憶されている。なお、このときの暫定値ｋｉＴとしては、重み定数ｋｉから定数Ｑを減
算しても良い。一方、使用過小部位と判定された仮想リンクＬについては、その重み定数
ｋｉに前記定数Ｑを乗じて、暫定値ｋｉＴを求める。なお、このときの暫定値ｋｉＴとし
ては、重み定数ｋｉに定数Ｑを加算しても良い。そして、常時、各仮想リンクＬ１～Ｌ６
における重み定数ｋｉの和が一定になるように、次式によって、各仮想リンクＬ１～Ｌ６
それぞれについて、更新される重み定数ｋｉ_ｎｅｗが求められる。
【数４】

【００２９】
　前記出力装置１４は、目標音と動作音が出力されるスピーカ２５と、目標音と動作音の
高さ（周波数）に応じた表示がなされるモニタ２６とからなる。モニタ２６による画面表
示の態様は、特に限定されるものではないが、一例として、以下が挙げられる。
【００３０】
　前記モニタ２６では、図４に示されるように、目標音の高さに対応する線状の目標音バ
ー２８と、動作音の高さに対応する線状の動作音バー２９とが同時に表示されるようにな
っている。目標音バー２８及び動作音バー２９は、画面横方向に延び、音が高くなる程、
画面の上方に配置されるようになっている。前記目標音バー２８は、１セット分の目標音
を全て表示可能な長さになっており、１セット分の複数の目標音バー２８が、時系列的に
画面左から右に向かって表示されるようになっている。本実施形態では、１セット４音で
構成されているため、モニタ２６には、１セット毎に４本の目標音バー２８が画面横方向
に表示されることになる。また、前記動作音バー２９は、動作音が発生する度に画面内に
表示されて前の表示をキャンセルするようになっており、画面の横方向の幅にほぼ相当す
る長さになっている。
【００３１】
　次に、以上の構成の運動継続支援システム１０の使用手順を説明する。
【００３２】
　先ず、使用前に、使用者Ｈに対し、目標音が高くなる程、身体を拡げる動きを行い、目
標音が低くなる程、身体を縮める動きを行うというルールを予め認識させておく。次に、
運動継続支援システム１０を動作させ、使用者に、運動を行う前の静止状態で、出力装置
１４から提示される１セット分の目標音を記憶させる。本実施形態では、１セット当たり
４音の目標音から構成され、１セット当たりの目標音が流れる時間は２秒間である。次に
、スピーカ２５からの目標音の出力が停止し、モニタ２６による目標音の画面表示が残っ
たまま、使用者Ｈが前述のルールに従い目標音に対応した１セット分２秒間の動作（運動
）を行う。そして、運動誘引情報生成装置１２で、以下の処理により、使用者Ｈの動きの
状態に対応する動作音が運動とほぼ同時に生成され、運動中、動作ポーズ毎に動作音がス
ピーカ２５から出力されるとともに、当該動作音に対応する動作音バー２９が目標音バー
２８に重畳された状態でモニタ２６に表示される。これにより、使用者Ｈは、目標音が得
られるような正しい動き（運動）が出来ているか、自己の聴覚の他にモニタ２６で視認す
ることができる。次に、２セット目に移り、所定時間（例えば、３０分以上）前述の流れ
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が繰り返し行われる。
【００３３】
　更に、前記運動誘引情報生成装置１２での処理手順について、図５のフローチャートを
用いながら以下に説明する。
【００３４】
　運動継続支援システム１０の動作が開始すると、先ず、使用者Ｈに提示する１セット目
の目標音が目標音生成手段１７で生成され、当該目標音に対応する電気信号が出力装置１
４に送信される（ステップＳ１０１）。そして、１セット分の目標音の提示が終了したら
（ステップＳ１０２）、前述した通り、使用者Ｈが運動を開始するが、当該運動時の使用
者Ｈの身体の動きが姿勢認識装置１１により逐次検出され、当該検出データから、仮想リ
ンク総和演算部２０で各仮想リンクＬ１～Ｌ６の長さに関する前記総和Ｅが使用者Ｈの動
作ポーズ毎に演算される（ステップＳ１０３）。そして、当該総和Ｅが演算される度に、
動作音決定部２１で動作音が決定され、当該動作音に対応する電気信号が出力装置１４に
送信される（ステップＳ１０４）。１セット分の目標音に対する使用者Ｈの運動が終了し
たら、今回終了した１セットにおける姿勢認識装置１１の検出データ、すなわち、当該１
セット中に使用者Ｈがなした運動に基づく身体の動きに関するデータから、偏重部位判定
部２２により、仮想リンクＬ１～Ｌ６の各長さそれぞれについての経時的な分散により、
良く使われた筋肉部分とそうでない筋肉部分とが、各仮想リンクＬ１～Ｌ６それぞれにつ
いて判定される（ステップＳ１０６）。次に、重み付け更新部２３では、偏重部位判定部
２２での判定結果に基づき、良く使われた筋肉部分の動きに対しては動作音を出し難くし
、そうでない筋肉部分の動きに対しては動作音を出し易くするように、先のセットで用い
た各仮想リンクＬ１～Ｌ６の重み付けを表す重み定数ｋｉが変更される（ステップＳ１０
７）。次に、２セット目に入り、前述の処理が運動時間内で繰り返し行われる（ステップ
Ｓ１０８）。なお、２セット目からは、心拍数計測装置１５により取得された直前セット
の運動終了時における使用者Ｈの心拍数に関するデータが目標音生成手段１７に送信され
、当該データに基づき、目標音生成手段１７では、目標音の生成時に各音間の高低差が調
整される。
【００３５】
　従って、このような実施形態によれば、目標音に近い動作音を生成するための動きを使
用者Ｈ自身で考えながら運動することができる。しかも、前に行われたセットでの使用者
Ｈの身体の動きから、筋肉部位の運動の偏りが判定され、次セットでは、使用頻度が低い
筋肉部位を動かし易くするように各仮想リンクＬ１～Ｌ６の重み付けが更新されるため、
バランスの良い適正な運動を自然に行わせるように使用者Ｈを導くことができる。また、
２セット目からは、直前セットの運動時における使用者Ｈの心拍数に基づき目標音の高低
差が調整されるため、各使用者Ｈ個人の運動能力に合わせて、無理のない好適な運動強度
に誘引できるという効果を得る。
【００３６】
　その他、本発明における装置各部の構成は図示構成例に限定されるものではなく、実質
的に同様の作用を奏する限りにおいて、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【００３７】
　１０　運動継続支援システム
　１１　姿勢認識装置
　１２　運動誘引情報生成装置
　１４　出力装置
　１５　心拍数計測装置
　１７　目標音生成手段
　１８　動作音生成手段
　２０　仮想リンク総和演算部
　２１　動作音決定部
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　２２　偏重部位判定部
　２３　重み付け更新部
　Ｈ　使用者
　Ｌ（Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３、Ｌ４、Ｌ５、Ｌ６）　仮想リンク

【図１】 【図２】
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